絵画の時間　―　24のエピソード
ブリヂストン美術館コレクション展
ブリヂストン美術館（東京・京橋）　2014.08.01〜09.23
　本展は、絵画作品に見え隠れする「時間」に注目することを主題にしている。
　具体的には、「日没の海にきらめく光のように、過ぎゆく日々の一瞬の表情をとらえた作品」、「描かれたモチーフに画家の生きた時代性が刻まれている作品」、「制作や完成までのプロセスをたどれる作品」、「現実にはありえない不思議な世界の時間の感覚」などの「24のエピソード」を紹介する催事である。
　展示品は、当美術館のコレクションより古代美術、「レンブラント」「モネ」「ルノアール」などの印象派を中心とした西洋の作品に加え、「浅井忠」「小出楢重」などの日本近代洋画までの「およそ160点」でゆっくり鑑賞することができる。
　甘美の時間：クロード・モネ《黄昏　ヴェネツィア》（1908年頃：写真）は、黄昏時の燃えるような空に「サン・ジョルジョ・マッジョーレ聖堂」の大きな建物のシルエットが、そっくり水面に反射している美しい光景が描かれている。
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　他の展示作品としては、張りつめた一瞬：クールベ《雪の中を駆ける鹿》、ピカソ《腕を組んですわるサルタンバンク》、ルノアール《すわるジョルジェット・シャルパンティエ嬢》、ルソー《イヴリー河岸》、デュフィ《オーケストラ》、クレー《島》、藤田嗣治《ドルトーニュの家》などの名画が見所である。
